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１．海外からの返還廃棄物について 2

⚫ 原子力発電所で一度使用されたウラン燃料（使用済燃料）は
再処理を行うことで、再度、原子力発電所の燃料として使用可能

⚫ 日本電力は、過去、英国／仏国の事業者に使用済燃料の再処理
を委託

⚫ 使用済燃料を再利用可能なウラン・プルトニウムと再利用不可な核
分裂生成物（廃棄物）に分離

⚫ 日本側から持ち込んだ使用済燃料の再処理から生じる廃棄物量に
応じて廃棄物を返還することとしている

原子力発電所

廃棄物管理施設

海外再処理施設

最終処分場

⚫ 海外から日本へ返還後、廃棄物管理施設にて受入れ、貯蔵し
た後、最終処分場に搬出

再処理による廃棄物 海外返還廃棄物の種類

ハル※1・エンドピース※2 雑固体廃棄物 低レベル放射性廃棄物 固型物収納体（CSD-C）

低レベル濃縮廃液※3 低レベル放射性廃棄物 ガラス固化体（CSD-B）

高レベル濃縮廃液※4 高レベル放射性廃棄物 ガラス固化体

発
電

再
処
理

廃
棄
物
受
入
・

貯
蔵

搬
出

※1 使用済燃料をせん断後，溶解槽で硝酸により溶解する際，溶解せずに残る使用済燃料被覆管の廃材（せん断片）のこと
※2 使用済燃料の両端部のこと
※3 施設の配管・容器などを洗浄した際に発生する放射能レベルの低い廃液
※4 使用済燃料の再処理工程で分離される放射能レベルの高い廃液



２．返還廃棄物の状況 3

返還実績 状況

英国 520本 ・2016年まで返還実施（現在は返還中断中）

仏国 1,310本 ・返還完了（1995～2007年）

【英国】
⚫ 低レベル放射性廃棄物と高レベル放射性廃棄物（ガラス固化体）の交換（単一返還※）を実施
⚫ 高レベル放射性廃棄物（ガラス固化体）の返還は、現在中断中（再開には日本原燃株式会

社の廃棄物管理施設のしゅん工が必要）

【仏国】

⚫ 高レベル放射性廃棄物（ガラス固化体）は全量返還済
⚫ 低レベル放射性廃棄物（CSD-BおよびCSD-C）※の返還完了期限は2033年としている
⚫ 返還開始には日本原燃の廃棄物管理施設のしゅん工が必要であり、返還完了期限遵守に向けた

検討を実施中

（参考）海外返還廃棄物（ガラス固化体）の状況

※日本に返還予定であったTRU廃棄物（地層処分相当低レベル放射性廃棄物）約7,800本と高レベル放射性廃棄物約70本を交換する計画

※CSD-BおよびCSD-CともにTRU廃棄物（地層処分相当低レベル放射性廃棄物）であり、返還後は地層処分となる



３．本日のご説明内容について 4

⚫ 低レベル放射性廃棄物固型物収納体（CSD-C）約1,800本を日仏事業者間で定めた期限内
（2033年末）に返還完了とすることは困難。

⚫ 低レベル放射性廃棄物固型物収納体（CSD-C）約1,800本を高レベル放射性廃棄物（ガラス固
化体）約20本に交換の上、返還し、受入れ、貯蔵する計画への変更を指向。

⚫ 過去（2010年）にご了解いただいた事項の変更となることから、地元へのご説明（申入れ）を実施。

（困難と判断する背景）

・日本原燃株式会社の再処理施設および廃棄物管理施設のしゅん工目標が「2024年度上期のできるだけ早期」から
「2026年度中」へ変更

・過去の仏国および英国からの返還廃棄物における国際輸送実績を踏まえると、CSD-C約1,800本を2033年までに返還
完了することは困難

 

⚫ 仏国は TRU 廃棄物の 2033 年返還期限が守られ
るか強く懸念しており、代替返還によって期限内返還
の実現可能性が高まる。 

 
⚫ 代替返還の場合、輸送・貯蔵に係るコストについて、 

仏国に支払う手数料を考慮しても経済合理性あり。 
 
⚫ 返還実績のあるガラス固化体での返還となり、輸送

回数の低減と合わせて、輸送・貯蔵に係る安全性の
向上に寄与する。 

 
⚫ 地元からのご理解が得られることを大前提に、エネ庁と

も連携し、代替返還の成立性を検討して参りたい。 

事業者として代替返還の検討を開始する 

2006 年に英国と日本の間でも、上記と同様な 
廃棄物交換（単一返還）を実施 

日本に返還予定 
TRU 廃棄物 

約 7,800 本 

英国自身の 
ガラス固化体 

約 70 本 

仏国 

日本に返還予定 
TRU 廃棄物 
約 1,800 本 
（返還実績なし） 
 
放射線の影響 
が等価 

第三国に返還予定 
ガラス固化体 
約 20 本 

欧州内のため、
輸送コストは 

大きくかからない 

日本原燃・六ヶ所工場 

仏国から返還済 

ガラス固化体 

1,310 本 

英国から返還済 

ガラス固化体 
520 本 

輸送回数低減（7 回⇒1 回） 

2023 年までに返還予定 

英国 

CSD-C

2016年まで返還実施
（返還中断中）

仏国自身の
ガラス固化体 検討中。

成立性を検討中

仏国は低レベル放射性廃棄物の2033年返還期
限が守られるか強く懸念しており、代替返還に
よって期限内返還の実現可能性が高まる。

（7回⇒1回）

（参考）廃棄物の交換イメージ

CSD-C
約1,800本

ガラス固化体
約20本

放射線の影響は等価
（輸送物量の削減）

※既返還の仏国の高レベル放射性廃棄物
（ガラス固化体）1,310本と同様の仕様
（返還実績あり）



４．海外返還廃棄物に係るこれまでの経緯 5

時期 経緯

1995年 仏国から高レベル放射性廃棄物の返還開始（～2007年 1,310本の返還完了）

2010年 英国からの返還低レベル放射性廃棄物を高レベル放射性廃棄物に交換しての受入れ※1、および
仏国返還低レベル放射性廃棄物の受入れについて青森県、六ヶ所村に申入れ
→同年8月に地元了解→仏国返還低レベル放射性廃棄物の受入れは2013年からの開始を予定

英国からの高レベル放射性廃棄物の返還開始（～2016年※2）

2011年～ 東日本大震災を受けた日本原燃株式会社による新規制基準の審査対応の長期化により、仏国
返還低レベル放射性廃棄物の返還開始の計画がたてられない状況が継続
仏国事業者は返還見通しが立てられないことに対して懸念

2019年 日仏事業者間の交渉により、改めて返還開始時期ではなく返還完了期限を調整
→仏国返還廃棄物の返還完了期限を2033年に設定

2021年 仏国法改正により、低レベル放射性廃棄物を仏国所有の高レベル放射性廃棄物との交換が可
能となる※3

2024年 日本原燃株式会社の再処理施設および廃棄物管理施設のしゅん工目標変更（2024年度上
期のできるだけ早期→2026年度中）

※1 日本に返還予定であったTRU廃棄物（地層処分相当低レベル放射性廃棄物）約7,800本と高レベル放射性廃棄物約70本を交換する計画
※2 新規制基準対応および経過措置期間を踏まえ、2017年以降、日本原燃の廃棄物管理施設への返還を中断中
※3 2010年当時は仏国返還廃棄物の交換は不可
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以下、参考資料
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（参考１）海外からの返還廃棄物の種類

ガラス固化体
: 使用済燃料の再処理工程で分離される
放射能レベルの高い廃液をガラス固化し、
ステンレス鋼製容器に収納したもの
（高レベル放射性廃棄物ガラス固化体）

●寸法：高さ/約1.3m
●直径：約0.4m
●重量：最大550kg/本

CSD-B : 低レベル濃縮廃液※をガラス固化し、
ステンレス鋼製容器に収納したもの
（低レベル放射性廃棄物ガラス固化体）

※施設の配管・容器などを洗浄した際に発生する廃液

CSD-B：Colis（コンテナ）Standard（標準）de Dechéts（廃棄物）Boues（沈殿物）

CSD-C : せん断した燃料被覆管等の固体状の
廃棄物を圧縮して固め、ステンレス
鋼製容器に収納したもの
（固型物収納体）

CSD-C：Colis（コンテナ）Standard（標準）de Dechéts（廃棄物）Compacté（圧縮体）

●寸法：高さ/約1.3m
●直径：約0.4m
●重量：最大550kg/本

●寸法：高さ/約1.3m
●直径：約0.4m
●重量：最大850kg/本
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（参考２）放射性廃棄物処分の基本的考え方 9

放射能濃度に応じて適切な処分を選択

ﾋﾟｯﾄ処分

70m以深

300m以深

数m

ガラス固化体

ﾄﾚﾝﾁ処分

地層処分

原子力発電所

チャンネル
ボックス

炉内構造物
運転・解体廃棄物

発生元

処分方法

運転・解体廃棄物

再処理施設
加工施設

ＴＲＵ廃棄物

放
射
性
廃
棄
物
の
放
射
能
レ
ベ
ル

低

高

発電所廃棄物

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

解体コンクリート

運転廃棄物（ドラム缶）

ウラン廃棄物
CSD-C,CSD-B

中深度処分



（参考３）海外返還廃棄物の受入れ概要（2010年時） 10



11（参考４）海外返還廃棄物の受入れ概要（今回）

ハル※2・エンドピース※3

雑固体廃棄物

雑固体廃棄物

低レベル濃縮廃液※4

低レベル放射性廃棄物
ガラス固化体（CSD-B）

仏国 Orano R社からの返還廃棄物

ガラス固化

英国 Sellafield Ltd社からの返還廃棄物

セメント固化体等

交換

返還輸送

圧 縮

海外再処理廃棄物

低レベル廃棄物受入れ・
貯蔵施設

返還輸送

【貯蔵対象廃棄物】

・固型物収納体

・低レベル放射性廃棄物
ガラス固化体

・ハル等圧縮体

【貯蔵容量】
8,320本

高レベル放射性廃棄物
貯蔵管理センター

返還される
低レベル放射性廃棄物

廃棄物の交換

廃棄物管理施設

10本程度※１

約70本※１

約700本/年※1

※1 想定値
※2  使用済燃料をせん断後，溶解槽で硝酸により溶解する際，溶解せずに残る使用済燃料被覆管の廃材（せん断片）のこと
※3 使用済燃料の両端部のこと
※4 施設の配管・容器などを洗浄した際に発生する放射能レベルの低い廃液
※5 使用済燃料の再処理工程で分離される放射能レベルの高い廃液

高レベル濃縮廃液※5

ガラス固化

海外再処理廃棄物

ガラス固化

返還輸送済
1310本

返還輸送
約310本※１

（1995～2007年）

約7,800本 約70本 ※１

（約13m3）（約9,200m3）

「仏国からの返還低レベル放射性廃棄物の受入れ」のうち固型物収納体に関する内容の一部変更の概要

六ヶ所再処理工場で製造される
低レベル放射性廃棄物

ハル等圧縮体

返還輸送済
520本

（2010～2016年）

交換
約1,800本 約20本 ※１

固型物収納体
（CSD-C）

廃棄物の交換

返還輸送
約20本※１

高レベル放射性
廃棄物ガラス固化体

高レベル放射性
廃棄物ガラス固化体

高レベル放射性
廃棄物ガラス固化体

高レベル放射性
廃棄物ガラス固化体

【貯蔵対象廃棄物】
・低レベル放射性廃棄物
ガラス固化体（CSD-B）

・高レベル放射性廃棄物
ガラス固化体

・高レベル放射性廃棄物
ガラス固化体（交換分）

【貯蔵容量】
2,880本（1,830本返還済）

低レベル濃縮廃液※4

ハル※2・エンドピース※3

高レベル濃縮廃液※5



12（参考５）英国単一返還の概要

日本に返還される廃棄物

高レベル放射性廃棄物

ガラス固化体
約830本

低レベル放射性廃棄物
（TRU廃棄物）

セメント固化体
約2,700本

雑固体
約5,100本

高レベル放射性廃棄物

TRU廃棄物約7,800本と
ガラス固化体約70本を交換
（放射線の影響は等価）

ガラス固化体
約900本

⚫ 英国からの低レベル放射性廃棄物（TRU廃棄物）約7,800本と高レベル放射性廃棄物約70本を
交換して返還。（単一返還）

⚫ 英国事業者からの提案後、日本国政府にて議論がなされ、ITP（Integrated Toxic Potential：累積影
響度指数）※を用いて放射線による影響が等価であるとして廃棄物の交換を実施することは妥当と評価。

（参考）廃棄物交換のイメージ

英国での再処理により発生した放射性廃棄物

※放射性物質による人への潜在的な影響を評価するための指標


